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カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドル円相場は上昇する一方で、カナ
ダ5年国債利回りはおおむね横ばいとなりました。

フランス大統領選挙の先行き不透明感が後退した
ことや、北朝鮮の朝鮮人民軍創建記念日を無風で
通過し、北朝鮮情勢への懸念がやや和らいだことで、
金利は上昇し、カナダ・ドル円相場も上昇しました。

一方で、米国政府がカナダから輸入する材木への
関税案を表明したことに加え、カナダのGDP（国内総
生産）や小売売上高が市場予想を下回る軟調な結
果となったことは、金利の上昇およびカナダ・ドル円
相場の上昇を抑える要因となりました。

今週は、米国のFOMC（米国連邦公開市場委員
会）や雇用統計、FRB（米国連邦準備制度理事会）
高官の講演など、米国の材料に左右されやすい展
開を見込みます。FOMCでは政策金利の据え置きが
見込まれていますが、今後の利上げに積極的な姿
勢がみられれば、金利上昇の材料になると考えられ
ます。また、日曜にはフランス大統領選挙の決選投
票が予定されています。事前予想通り、マクロン氏勝
利となれば市場のリスク選好度が高まることも予想さ
れます。引き続き、北朝鮮情勢も市場を動かす要因
になりそうです。

カナダ国内については、経済環境の好転などを背
景に当面は政策金利を据え置きつつも、次の政策
金利の変更は利上げ方向とみています。世界的にも
金融政策は緩和から正常化へ向かう流れとなってお
り、足元の市場の不透明感が後退すれば、カナダの
金利上昇圧力が優勢になるとみています。今週は雇
用者数や貿易収支が発表予定です。

足元の原油価格はやや調整しているものの、産油
国による生産調整の動きを背景に、当面は底堅く推
移すると見込んでおり、カナダ・ドルの下支えになる
とみられます。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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 【カナダ・ドル　為替推移】 （2017年3月31日～2017年4月28日）
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   【カナダ　金利推移】 （2017年3月31日～2017年4月28日）

1.01

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

3/31 4/7 4/14 4/21 4/28

カナダ5年国債

（%）

【2017年4月22日～2017年4月28日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


